






要約:小児IDDMの合併症を早期に発見し,その対策を構ずることを目的として,IDDM患児を

対象に,合併症の早期変化と血糖コントロール,残存膵機能及び HLA との関連を検討した。

その結果,1,合併症の早期変化には血糖コントロールの良否が関係している。2.日本人

IDDMと関連が強いHLA-DR4,DRw9では,前者を有するものが後者より高い残存膵機能を有し

ている傾向があり,これが血糖コントロールや合併症の進展に影響する可能性があること

が示唆された。 


